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抄　　録

　症例は��歳女性．����年�月頃より，左乳房のしこりを自覚した．約�ヶ月で急激に増大し，�月
当院受診時には直径��　��にまで増大していた．皮膚は，増大した腫瘍により一部壊死していた．針生
検を施行したが，組織採取できず，内容液を細胞診に提出したが診断はつかなかった．���上は，著明
な造影効果を有する充実成分と出血壊死を示唆する部分が混在しており，葉状腫瘍，粘液癌，血管肉腫
が疑われた．手術は左��＋��を施行した．切除標本の重量は�　��であった．病理結果は悪性葉状腫瘍
であった．細胞密度，核異型度は中等度であったが，核分裂像が頻発しており，悪性と診断された．乳
腺葉状腫瘍は比較的稀な腫瘍であり巨大腫瘤と急速な発育が特徴である．

キーワード：巨大葉状腫瘍，悪性．
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 緒 言

　葉状腫瘍は稀な疾患で，その発生頻度は乳腺
腫瘍の���～���％と報告されている．今回我々
は急速に増大した巨大悪性葉状腫瘍の一例を経
験したので若干の文献的考察を加えて報告す
る．

 症 例

　患　者：��歳，女性．
　主　訴：左乳房腫瘤
　既往歴，家族歴：特記すべきことなし
　現病歴：�ヶ月前より左乳房の腫大を自覚し，
����年�月��日近医より当科紹介受診となっ
た．
　身体所見：左乳房に最大径�����の巨大腫瘤
を認め，皮膚は厚く肥厚し一部に潰瘍形成を伴
い滲出液を伴っていた（������）．
　血液検査所見：軽度の貧血と炎症反応が軽度
上昇していた．
　超音波検査所見：辺縁は平滑で内部には高エ
コー域と低エコー域が混在しており，液体貯留
と裂隙の形成を認めた（������）．
　��所見：巨大な�����により胸壁の変形を
きたし，大胸筋への浸潤を疑われた（������）．
　���所見：辺縁は分葉状で，内部は不均一な
造影効果を有する充実性部分と，出血壊死を示
唆する��強調像での高信号域を広範囲に伴っ
ていた．鑑別診断として，葉状腫瘍，粘液癌，

血管肉腫などが挙げられる（������）．
　術前評価：針生検では血液成分しか採取でき
なかった．皮膚への浸潤を疑い，パンチ生検を
�箇所施行したがいずれも陰性であった．組織
診断は得られなかったが臨床所見と画像所見に
より葉状腫瘍と診断した．
　手術所見：術前評価で施行したパンチ生検部
位は陰性であったので温存し，壊死した皮膚を
含むように紡錘形に皮切ラインを設定した．手
術は左胸筋温存乳房切除術と腋窩リンパ節郭清
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（�����Ⅰのみ）を施行した．
　摘出標本の肉眼所見：総重量は����．割面は
分葉状で黄白色の充実性部分が外側にあり，内
部は出血，壊死成分を含んだ液体が貯留してい
た（�����）．
　病理組織学所見：中等度から高度の細胞異型
を有する紡錘形の間質細胞が束状に密に増生し
ていた．核分裂像＞��個������のため悪性と
診断した（������）．������発現は腫瘍の悪性所
見と相関するとされている．悪性葉状腫瘍の場
合，��～��％の標識率とされているが２），本症

例では約��％であった．ホルモンレセプター
は��，���とも陰性であった．
　術後経過：術後��ヶ月経過しているが，局所
再発や遠隔転移はなく健存中である．

 考 察

　葉状腫瘍は比較的まれな疾患であり，乳腺悪
性腫瘍のうち���～���％程度である１）．組織学
分類上は結合織性および上皮性混合腫瘍に分類
される．間質成分の細胞異型，間質細胞の核分
裂度，間質の細胞密度，間質細胞の過剰増殖，
腫瘍辺縁での周囲組織への浸潤性などにより良
性，境界悪性，悪性に分類される．マンモグラ
フィ，超音波による画像診断では線維腺腫や限
局型の乳癌との鑑別が難しい．��，���では，
大きい腫瘍の場合，分葉のある境界明瞭な腫瘤
で内部に出血を伴うのが特徴である．穿刺吸引
細胞診では良悪性の鑑別が困難であり，超音波
ガイド下針生検やマンモトーム生検による術前
診断が望ましい．葉状腫瘍の局所再発率は，腫
瘤摘出術の場合，良性で��％，境界悪性で
��％，悪性で��％である１）．悪性の場合，乳房
切除術を行っても��％の胸壁再発を認める１）．
従って良悪性の判定は，治療方針の決定に重要
である．良性，境界悪性，悪性の補助診断とし
て�����や����の発現が有用であるとの報告
もある３）４）．��％という局所再発率１）�を考えると
摘出生検で良性葉状腫瘍と診断された場合で
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も，切除断端の状況から����程度の正常組織を
確保した再切除が望ましい．従って良悪性にか
かわらず，乳腺葉状腫瘍と診断された場合は，
腫瘍径と乳房の大きさから少なくとも�～����
の正常乳腺を確保した部分切除が望ましい．し
かし，腫瘍径が�����を超える場合や大きな悪
性葉状腫瘍のときには乳房切除術を行うべきで
ある．腋窩リンパ節に関しては，��～��％に
過形成や炎症による二次的な腫大があり，腋窩
リンパ節転移例は�％未満と報告されている．
　本邦における������以上の巨大葉状腫瘍の
集計では表の如く，約半数が良性であり，腫瘍
径と悪性度に相関関係は認めなかった５‐１５）（�����
��）．皮膚の発赤，壊死，潰瘍などの皮膚所見が
認められることもあるが，浸潤性乳管癌と違っ

て皮膚所見は腫瘍の浸潤を示す所見ではない．
潰瘍形成は，悪性腫瘍の皮膚への浸潤により起
こるのではなく，腫瘍の急速な増大に皮膚の進
展が追いつかなくなり，皮膚が圧迫され壊死に
陥ることによって起こると考えられている．悪
性葉状腫瘍の場合，遠隔転移は肺（��％），骨
（����％），心（���％），肝（���％）の順に多い２）．
��������	
�がんセンターからの報告では���
例の葉状腫瘍の患者の�年生存率は��％である
が，遠隔転移を起こしたものは����％と予後不
良である．本症例では術後��ヶ月が経過した
現在，再発，遠隔転移とも認めていないが，悪
性であるので今後も定期的な経過観察が必要で
ある．
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